









































445 East 86th St.付近。現在は閑静な住宅街。少し東に歩くとイーストリバーを散策することができる。





































































































































































写真左：ピークスキルハイスクール、写真右：Peekskill City School District Administration Center.










エイト・インスティチュート（Sand Lake Collegiate Institute）の副校長を務めた後、
ハイランドフォールズで寄宿制男子校を数年経営。ピークスキル・ミリタリー・アカデ
ミーでは、1873年チャールズ・J・ライト大佐とともに４代目の校長となるが、1880年に
パートナーシップを解消し経営から退く。1885-1888年ミネソタ州レーンズボロにて『レー
ンズボロ・ジャーナル』の編集者。1888-1890年ニューヨーク州コーンウォール＝オン＝
ハドソンにあるニューヨーク・ミリタリー・アカデミーの英文学教授。生涯独身とある。
　また、相馬が通ったドナルド氏の私学校（Donald-Highland Institute）の宣伝を1871
年出版されたニューヨーク州のガイドブックの中に見つけることができた。ドナルドの経
歴から、これから向かうハイランドフォールズの私学校はサンド・レイク・カレッジエイ
ト・インスティチュートの副校長を辞めた1866年以降に開校し、ミネソタに移住する
1885年前に閉校したものと思われる。
　ピークスキルの名士であり、先ほどの運動公園の名称にもなっているデフュー氏
（Chauncey Mitchell Depew）は、1865年31歳の若さで駐日大使を打診された（後に辞
退）経験のあった人物であったという。図書館近くにあるピークスキル・ミュージアムは
19世紀のアメリカ家屋の中にかつての街の発展の足跡を展示する小型博物館であるが、調
査日は閉館日であり、外観のみ眺めることとなった。
　次にハドソン川を渡り、ハイランドフォールズへ移動。ハイランドフォールズには、先
に述べたドナルド氏が経営した私学校（Donald-Highland Institute）が存在し、さらに
北方には、相馬が入学を志望するも果たせなかったウェストポイント（陸軍士官学校）が
存在した。近接するとはいえ、ピークスキルからハイランドフォールズへの移動は徒歩で
はかなりの距離がある（ドナルド氏は騎馬にてこの間を通ったとの記録もあるが、距離に
加えて高低差の大きな地形であり、その移動がかなりの困難を要したように思われる）。
ただしハイランドフォールズからウェストポイントは徒歩圏内と言って良い。図書館で確
認した当時の旅行ガイドブックによると、ドナルド氏の学校は、ウェストポイント陸軍士
官学校合格を目指す人たちの、いわば予備校のような存在だったことがわかる。ハイラン
ドフォールズ図書館にて、図書館員に照会したところによると、ドナルド氏の私立学校は
現ウェストポイントミュージアムのある場所ではないか（かつて同地に古い女学校が存在
した）という意見を得た５（前回今関氏らの調査では現小学校のある場所という説であっ
た）。ウェストポイントミュージアム、ウェストポイント入口を見学・確認した後、マン
ハッタンに帰投した。
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《調査報告》相馬永胤ニューヨーク事績調査報告
＜ 10 ＞
写真左：ハイランドフォールズ図書館、写真右：ウェストポイントミュージアム
５．NY公共図書館調査（8月28日 11：00～ 13：00、参加者：黒沢、永江）
　合同調査の最終日は、大谷教授が別途調査のためワシントンD.C.に移動したため、黒
沢教授の発案で、ニューヨーク公共図書館にて、1870年代の「家主」と「住居者」調査
史料（City Directory）を閲覧した。この「家主」と「住居者」調査史料とは、マンハッ
タン内の不動産家主および間貸り人が掲載されている一覧表であり、同図書館では19世
紀に遡って閲覧することができる。24日調査の相馬住居の記録の裏付けの可能性につい
て調査を行った６。 
ニューヨーク公共図書館
おわりに
　以上、限られた日数であったが、相馬永胤、田尻稲次郎の米国留学についての足跡を辿
る調査は一定の成果をあげることができた。相馬については、コロンビア大学、イェール
大学においてこれ以上の史料を発掘するためには、より長期間の腰を据えた調査の必要が
あるだろう。また1871年、72年のサンフランシスコ滞在と岩倉施設団への同行、さらに
73年のランシング農学校での足跡の追跡など、今後調査すべき論点も存在する。本調査の
成果と限界を踏まえて、相馬永胤と他の専修大学創立者、および明治期の在米日本人留学
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＜ 11 ＞
生のネットワークと学習実態についての歴史的理解が一層深まることを期待したい。
注
１　本報告書は原文を永江が執筆し、大谷、黒沢が加筆・修正したものである。
２　本調査に近い目的で専修大学では2008年に、「書籍『専修大学創立者物語（仮題）』刊行に伴う
創立者留学先大学等における調査・取材」が実施されている。報告書作成者は校友・育友事務
部育友課課長今関進（以下、今関報告書と呼ぶ）。本調査の準備段階、報告書の取りまとめにお
いても、同報告書の記述に依るところ、重複する部分も多いことを明記する。
３　専修大学相馬永胤伝刊行会『相馬永胤伝』（専修大学出版会、1982年）799頁年譜より。以下相
馬の足跡に関する年号については、断りのない限り、同書年譜に記載されたものを元に整理を
行っている。
４　コロンビア大学は、1857年今の市庁舎があるところから、49丁目とマジソン通り(ロックフェ
ラーセンターあたり)に移り、ここがその後40年間キャンパスとなった。法学部は大学キャンパ
スとは別の、1873-1883年までグレートジョーンズとラファイエット通りの建物であった。　
５　今関報告書では、この学校の位置について、現小学校のある場所という推定がなされている。
現時点では両説に決め手が見つからない状態である。
６　帰国後、黒沢教授が同資料に基づき、1875年時点にJacksonの名前で相馬らが滞在したらしい
住居を検索したが、本報告書執筆時点で特定することはできなかった。
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